
流域治水の具体的な取組み内容 

 

下記のとおり流域治水の具体的な取組み内容を報告します。 

 

（企業等名称：米谷建設株式会社） 

目的や背景 

本社は新居浜市でも工業が盛んな海岸地域に位置しており、また、過去に

は近隣河川の氾濫により水災害の被害を受けたこともある。 

こうした災害が発生した際、迅速に地域に対応してＣＳＲを果たすため

に、企業として事業を継続できる体制を整えるよう努めている。 

取組み内容 

① 非常用発電機の確保 

・非常用発電機 ２台保有 

② 水災害に備えた資機材の確保 

・水中ポンプ  ２台保有 

③ 防災士の取得 

・社員 ３名取得（令和６年９月現在） 

④ その他（年に 1回程度） 

【関係機関と合同防災訓練の実施】 

・新居浜建設業協同組合が東予地方局建設部及び新居浜市と実施する

合同防災訓練に組合員企業として参加 

・ゲリラ豪雨や地震が発生して通信機能が遮断された想定で、新居浜

建設業協同組合所属の企業として担当箇所を被害想定に基づいて巡

回・報告 

【水災害への対応訓練・社内研修の実施】 

・水災害への対応として、発電機、水中ポンプ、コーンバー、投光器等

の資機材の積込訓練の実施、水災害に関する社内研修の実施 

取組状況が 

分かる写真 

【非常用発電機 ２台】 

  

    非常用発電機 ①         非常用発電機 ② 

 

 



【水中ポンプ ２台】 

 

 

【その他（水災害への対応訓練・社内研修の実施）】 

   

 2tダンプへの資機材（発電機、水中ポンプ、コーンバー、投光器 等） 

積込訓練状況 

 

 社内研修状況 

その他 

 

今後も、災害を想定した社内訓練・研修や新居浜建設業協同組合の防災訓

練等への参加、また、防災士の取得を進め、災害時に迅速に地域に応えてい

けるよう取組んでいきたい。 

 

 


